
 
名取市防災会議に参加しました （2020/5/29） 
 

テーマ：防災行政，地域防災 

場 所：宮城県名取市，名取市文化会館 

 

5月29日（金）に名取市防災会議が開催され，佐藤翔輔准教授（人間・社会対応研究部門    

防災社会システム研究分野）が出席・参加しました．都道府県や市町村は，国が定める防災基本

計画にもとづいて，災害の種類ごとに災害の予防や応急対策，復旧・復興について行政が行う  

業務を「地域防災計画」としてあらかじめ作成することになっています．この「地域防災計画」

を作成するのが，「防災会議」です．「防災会議」には，国・県・関係機関，地域によっては住民

や有識者が委員となって検討や承認を行います．地方自治体は，一定期間に，地域防災計画の  

内容の改訂を行います．名取市では，国・県の防災計画に伴う修正と，昨年の台風19号（令和   

元年東日本台風）の経験を踏まえて避難所の指定見直しを実施しました．佐藤翔輔准教授は，  

名取市において東日本大震災の後に防災会議委員に委嘱されており，当該の検討に加わっていま

す．コロナ禍のため，感染対策として，広く換気した部屋で，マスク着用，委員間の距離を十分

にとる，手指消毒，マイク使用都度の消毒，短時間などの工夫のなされた中での開催でした．  

 

 

 

名取市防災会議の会場の様子 

 

 

文責：佐藤翔輔（人間・社会対応研究部門） 

 


